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令和６年11月１日　第78号　９月定例会の内容を分かりやすくお伝えします。

学校運営の課題等を
話し合いました
学校運営の課題等を
話し合いました

こんなことが決まりました
令和５年度決算審査
聞いてみたいなこんなこと
行政視察報告等
きかせて！あなたのミライ

場所：大仙市立太田南小学校　　　　　　
（教育厚生常任委員会所管事務調査）



今号では
この中から
３つをPickup

第3回定例会

Pickup1積
算
の
根
拠
に
つ
い
て
、
被
害
に

合
わ
れ
た
農
家
が
今
後
、
全
員
申

請
し
た
場
合
で
も
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
補
助
金
交
付
さ
れ
る
認
識
で

よ
い
か
。

作
目
や
被
害
面
積
に
よ
り
積
算
し

た
も
の
で
あ
り
、
対
象
と
な
っ
た

申
請
が
あ
っ
た
農
家
に
は
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
交
付
す
る
。

今
回
の
災
害
に
つ
い
て
県
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

７
月
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
過
去

の
実
績
と
同
じ
補
助
率
で
進
め
て

い
る
、
と
県
よ
り
回
答
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
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議
案
審
議 

●

大
仙
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

第
３
回
定
例
会　
会
期
29
日
間　
８
月
28
日
〜
９
月
20
日

第３回定例会
　専決処分報告………　１件
　人事案………………　２件
　条例案………………　３件
　単行案………………　９件
　補正予算案…………　５件
　決算認定……………１９件
　陳情…………………　２件
　意見書………………　２件

　
全
て
の
議
案
名
と
審
議
結
果
は
、
大
仙
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
報
告
第
９
号
〉
専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
６
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
））

７
月
の
大
雨
に
よ
る
農
作
物
等
の

被
害
復
旧
を
支
援
し
ま
す

　

令
和
６
年
７
月
９
日
お
よ
び
24
日
の
大
雨
に
よ
り
、
農
作
物
や
農

業
生
産
資
材
等
に
被
害
を
受
け
た
農
業
者
に
、
農
業
経
営
再
開
に
係

る
種
子
や
資
材
の
購
入
等
、
再
生
産
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
す
る

補
助
金
を
交
付
し
、
農
業
経
営
の
早
期
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

第
３
回
定
例
会

※紙幅の都合上、掲載できない場合があります。
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Pickup3鈴
木
空
如
筆
金
堂
壁
画
模
写
に
つ

い
て
、
国
の
指
定
を
受
け
、
文
化

庁
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

市
で
強
力
に
働
き
か
け
を
進
め
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

鈴
木
空
如
筆
金
堂
壁
画
模
写
は
３

組
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
１
作
目
と

３
作
目
は
市
所
有
で
あ
り
、
２
作

QA
〈
議
案
第
１
１
５
号
〉
令
和
６
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

鈴
木
空
如
筆「
法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
」の

表
装
経
費
の
資
金
調
達
に
係
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す

　

令
和
４
年
度
か
ら
５
年
計
画
で
実
施
し
て
い
る
、
鈴
木
空
如
が
模

写
し
た
１
作
目
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
表
装
替
え
作
業
に
つ
い
て
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
資
金
調
達
を
行
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

高
校
生
や
成
人
し
て
い
る
人
も
予

防
接
種
の
関
係
で
母
子
手
帳
が
必

要
な
時
が
あ
る
。
幅
広
い
年
齢
層

が
対
象
と
な
る
が
、
ど
う
い
っ
た

形
で
移
行
し
て
い
く
の
か
。

母
子
手
帳
ア
プ
リ
が
従
来
の
母
子

手
帳
の
内
容
を
完
全
に
補
完
す
る

も
の
で
は
な
く
、
紙
の
母
子
手
帳

は
現
在
も
交
付
し
て
い
る
。
上
の

年
代
の
予
防
接
種
対
象
者
に
は
今

ま
で
ど
お
り
通
知
に
よ
る
勧
奨
、

紙
の
予
診
票
も
使
う
こ
と
と
し
、

あ
る
程
度
の
期
間
は
デ
ー
タ
と
紙

が
混
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

QA 　

小
児
予
防
接
種
に
お
け
る
予
診
票
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
た

め
、
現
在
、
紙
で
配
布
し
て
い
る
予
診
票
を
母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
母

子
モ
」
の
機
能
を
活
用
し
、
接
種
記
録
と
あ
わ
せ
て
デ
ジ
タ
ル
化
し

ま
す
。

　

保
護
者
・
医
療
機
関
・
市
の
三
者
の
作
業
効
率
を
改
善
に
つ
な

げ
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
小
児
予
防
接
種
を
目
指
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Pickup2
〈
議
案
第
１
１
５
号
〉
令
和
６
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

母
子
手
帳
ア
プ
リ「
母
子
モ
」を

活
用
し
、予
防
接
種
予
診
票
と

接
種
記
録
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
す

目
は
民
間
団
体
が
所
有
し
て
い
る
。

研
究
者
の
意
見
で
は
３
組
が
そ
ろ

う
と
国
の
重
要
文
化
財
指
定
の
可

能
性
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
今

後
も
国
指
定
の
可
能
性
を
模
索
す

る
た
め
引
き
続
き
情
報
収
集
等
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

■「紙（冊子）」の予診票からスマホで操作できる「デジタル」の予診票
　へ移行します。

※出生時にまとめて配布

大仙市

予防接種予診票

※小学校就学前まで使用

する予診票がつづられて

いますので大切に保管し

てください。

予防接種デジタル予診票

○これまでの接種履歴を自動
　で反映

○接種履歴をもとに、予防接
　種スケジュールを自動調整

○デジタル予診票への記入
　（入力）が簡単

○デジタル予診票のため紛失
　する心配が不要
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○
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
関
係
経
費
に
関
連
し
て
、
公
文
書
整

理
に
当
た
っ
て
は
、
膨
大
な
量
を
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
う
が
、
計
画
に
沿
っ
て
順
当
に
作
業
を
実
施
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
は
じ
め
、
貴
重
な

地
域
資
料
等
の
保
全
・
補
完
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
を

進
め
ら
れ
た
い
。

○
普
通
財
産
の
貸
付
一
覧
に
関
連
し
て
、
貸
付
契
約
を

一
部
他
課
で
担
当
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
財
産
活

用
課
に
一
本
化
さ
れ
た
方
が
事
務
効
率
が
良
い
と
考
え

る
。
特
段
の
場
合
を
除
き
、
現
課
に
置
か
な
く
て
も
よ

い
業
務
は
財
産
活
用
課
に
引
き
継
ぎ
で
き
る
よ
う
検
討

さ
れ
た
い
。

○
広
報
活
動
費
に
関
連
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
、
行
政
情
報
の
発
信
に
努
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、

登
録
者
の
属
性
別
に
プ
ッ
シ
ュ
型
で
情
報
配
信
す
る
機

能
を
さ
ら
に
活
用
し
、
市
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
情
報
も
扱
う
こ
と
で
、
よ
り
細
や
か
で
頻
度
の
高

い
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

令
和
５
年
度
決
算
を
認
定

　
９
月
６
日
、
９
日
お
よ
び
10
日
の
委
員
会
で
そ
れ

ぞ
れ
所
管
す
る
部
分
の
令
和
５
年
度
決
算
審
査
が
行

わ
れ
、
９
月
20
日
の
本
会
議
で
全
て
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
の
主
な
審
査
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

○
債
権
管
理
に
つ
い
て
、
債
権
管
理
課
に
お
い
て
は
、

滞
納
処
分
に
日
々
尽
力
し
、
年
度
に
お
け
る
目
標
を
掲

げ
、
そ
れ
以
上
の
成
果
を
出
し
て
い
る
な
ど
、
市
の
財

源
確
保
に
貢
献
し
て
い
る
と
言
え
る
。
引
き
続
き
、
関

係
各
所
と
の
連
携
を
図
り
、
適
正
な
債
権
管
理
を
進
め

ら
れ
た
い
。

○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
生
活

環
境
課
に
お
い
て
は
、
蓄
電
池
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど

の
購
入
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
周
知
が
充
分
と
は
言

え
ず
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
意
識
が
市
民
に
十
分
に

浸
透
し
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。
必
要
性
の
高
い
事
業

で
あ
る
の
で
、
具
体
性
を
持
た
せ
有
効
な
使
い
方
を
示

す
こ
と
で
、
今
後
市
民
が
利
活
用
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

○
高
齢
者
に
係
る
包
括
的
支
援
事
業
等
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
る
。
認
知
症
な
ど
に
よ
り
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業
な
ど
は
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
現
代

に
お
い
て
関
心
が
高
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
支
援

制
度
の
充
実
と
と
も
に
広
く
周
知
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
教
育
総

務
課
に
お
い
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
、
遠

距
離
通
学
と
な
る
児
童
の
通
学
難
の
解
消
が
図
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
乗
車
時
間
や
ル
ー
ト
な
ど
効
率

性
と
利
便
性
の
高
い
運
行
を
計
画
さ
れ
た
い
。
今
後
に

お
い
て
は
児
童
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
運
行

業
務
に
つ
い
て
委
託
と
す
る
か
直
営
と
す
る
か
な
ど
の

業
務
形
態
に
お
け
る
費
用
対
効
果
を
比
較
さ
れ
た
い
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

〇「
農
業
と
食
」
活
性
化
推
進
事
業
に
お
い
て
は
、
商

品
開
発
や
加
工
品
実
需
調
査
業
務
を
委
託
し
、
そ
の
成

果
を
も
ら
う
こ
と
を
ゴ
ー
ル
と
せ
ず
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
た

い
。
生
産
者
や
実
需
者
等
に
情
報
発
信
し
、
所
得
向
上

へ
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。

〇
大
仙
市
雇
用
助
成
金
事
業
に
つ
い
て
、
今
の
経
済
情

勢
の
変
化
に
あ
っ
た
事
業
内
容
で
、「
今
」
を
適
切
に

捉
え
て
お
り
評
価
し
た
い
。
地
域
産
業
の
中
で
何
が
優

先
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
経
済
産
業
部
が
抱
え
る
多

く
の
事
業
を
よ
く
精
査
さ
れ
、
企
業
側
に
も
求
職
者
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
事
業
や
小
規
模
で
も
頑
張
っ
て
い

る
方
々
が
今
後
意
欲
を
持
っ
て
経
営
が
で
き
る
よ
う
な

活
発
な
事
業
の
展
開
を
期
待
し
た
い
。

〇
除
雪
の
出
動
命
令
は
旧
市
町
村
単
位
で
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
同
じ
降
雪
状
況
の
地
域

に
合
わ
せ
出
動
さ
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
今
後
検
討
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
高

齢
化
が
進
み
担
い
手
不
足
と
な
っ
て
い
る
。
若
者
か
ら

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
今
後

検
討
さ
れ
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

04あなたのギカイ



第
３
回
定
例
会
で
討
論
さ
れ
た

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
率
は
91
パ
ー
セ
ン

ト
に
達
し
て
い
る
が
、
そ
の
利
用
率
は
自
動
証
明
書

発
行
で
13
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
と
ど
ま
り
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
利
用
す
る
国
保
加
入
者
は
９
．
71
パ
ー
セ
ン

ト
、
後
期
高
齢
者
は
４
．
63
パ
ー
セ
ン
ト
と
さ
ら
に

低
い
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
利

用
者
に
も
医
療
機
関
に
も
利
便
性
が
低
く
、
現
行
の

保
険
証
を
廃
止
す
る
状
況
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の
背
後

に
は
国
民
の
個
人
情
報
を
一
元
管
理
し
監
視
を
強
め

る
意
図
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
は
反
対
で
あ
る
。

佐
藤　
文
子　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
大
仙
市
の
財
政
運
営
は
健
全
で
あ
り
、
過
去
二
番

目
に
高
い
実
質
収
支
21
億
５
，
８
０
０
万
円
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。
市
税
の
収
納
率
は
96
．
１
パ
ー
セ
ン

ト
に
達
し
、
自
主
財
源
の
確
保
が
進
ん
で
い
る
。
市

債
残
高
は
着
実
に
減
少
し
て
お
り
、
市
債
の
繰
上
償

還
に
よ
り
さ
ら
な
る
財
政
の
健
全
化
が
期
待
さ
れ

る
。
重
点
事
業
の
推
進
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
維

持
の
た
め
に
必
要
な
部
分
も
認
め
ら
れ
る
が
、
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
や
減
債
基
金
の
積
み
立
て
が

行
わ
れ
て
お
り
、
合
併
特
例
債
の
終
了
も
踏
ま
え
、

引
き
続
き
、
今
後
の
財
政
手
腕
に
期
待
し
た
い
。

安
達　
成
年　
議
員
（
大
地
の
会
）

議
案
第
117
号「
令
和
５
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
」に
対
し
、次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

議案第105号　大仙市国民健康保険条例の
一部を改正する条例の制定について

原
案
可
決

議案第111号　秋田県後期高齢者医療広域
連合規約の一部変更について

原
案
可
決

議案第117号　令和５年度大仙市一般会計
歳入歳出決算の認定について

原
案
可
決

令和６年第３回定例会 賛否一覧

賛成者は○、反対者は●、欠席者は「欠」とします。議長は採決に加わりません。

会　計　名 歳入（収入）
52,305,753,732
8,482,698,300
1,043,032,254
1,049,122,636

43,476,414
334,193,065
80,480,098
162,416,273
1,017,909
30,982,137
930,262,956
248,673,000
881,205,985
21,541,498

1,293,915,185
488,043,600

3,408,376,286
1,459,727,714
72,264,919,042

一　般　会　計

合　　計

国民健康保険事業
後期高齢者医療
学校給食事業
奨学資金
企業団地整備事業
スキー場事業
太陽光発電事業
小水力発電事業
財産区（６地区）

市立大曲病院事業

上水道事業

簡易水道事業

下水道事業

収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出

49,789,828,463
8,261,245,948
1,042,387,754
1,036,900,876

30,406,455
334,188,065
75,405,098
137,823,880
1,017,909
27,303,711
892,811,109
307,731,773
761,124,254
388,508,873

1,073,210,250
887,972,668

2,779,824,798
2,324,301,340
70,151,993,224

歳出（支出）

特 

別 

会 

計

企 

業 

会 

計

令和５年度 会計別決算 （単位：円）

●●○○○○○○○○○○○議長○○○○○○○○○○

●●○○○○○○○○○○○議長○○○○○○○○○○

●○○○○○○○○○○○○議長○○○○○○○○○○

※企業会計について、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしています。
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な
い
た
み
て
い
聞

と
こ
な
ん
こ

一
般
質
問

QAQAQA

髙橋　徳久
（だいせんの会）

Q&A市議の

市の

市
の
有
機
米
の
作
付
け
状
況
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

本
市
で
は
日
本
農
林
規
格
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
認
証
さ

れ
て
い
る
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
事

業
者
は
お
ら
ず
作
付
け
さ
れ
て

い
な
い
。

有
機
農
業
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
、
所
見
を
伺
う
。

信
頼
性
の
高
い
農
産
物
の
出
荷

や
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
経
営
、

高
付
加
価
値
化
に
加
え
、
地
域

環
境
の
継
承
に
貢
献
で
き
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

国
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
当
市

に
お
い
て
も
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
を

設
け
る
た
め
に
、
ま
ず
は
そ
の

た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て

は
ど
う
か
。

有
機
農
業
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
が
、

有
機
農
業
の
流
れ
に
も
な
っ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
取
り
組

め
な
い
課
題
に
つ
い
て
は
し
っ

か
り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
第
５
次
農

業
振
興
計
画
を
新
た
に
策
定
す

る
に
当
た
り
、
有
機
農
業
も
当

然
関
連
が
あ
る
も
の
と
し
て
計

画
に
載
せ
、
農
家
の
方
が
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
形

に
し
て
い
き
た
い
。

「
有
機
農
業
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
」
に
つ
い
て

　
一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
各
議
員
顔
写
真
の
下
に
あ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
？

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
関
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

質
問
議
員 

８ 

人　
質
問
項
目 

12 

件
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QQ A

A

金谷　道男
（大地の会）

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に

よ
る
地
域
計
画
に
つ
い
て
市
で

の
策
定
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

現
行
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
31

地
区
を
一
部
統
合
し
、
市
内
全

域
を
16
地
区
と
し
て
、
今
年
度

中
の
策
定
を
目
標
に
進
め
て
い

る
。

 

意
向
調
査
は
、
令
和
４
年
度

末
ま
で
に
完
了
し
て
お
り
、
策

定
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
個
別

に
通
知
し
て
い
る
ほ
か
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
周
知
に
努

め
て
い
る
。

 

各
地
区
に
お
い
て
、
協
議
を

２
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
が
義

務
と
な
っ
て
お
り
、
年
内
を
目

標
に
全
て
の
協
議
を
終
え
る
見

通
し
で
あ
る
。
市
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
計
画
の
策

定
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

近
年
の
農
業
に
お
け
る
生
産
量

等
の
動
向
は
。
ま
た
、
そ
の
背

景
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
対
策

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

本
市
全
体
の
農
業
産
出
額
は
、

38
億
円
減
の
１
９
２
憶
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
農
業
振
興
に
お
け
る
課
題
は
、

地
域
農
業
の
担
い
手
確
保
と
農

業
所
得
の
向
上
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
地
域
計
画
の
策
定
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
し
、
持

続
可
能
な
強
い
農
業
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

QA

秩父　博樹
（公明党）

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
20
周

年
と
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆

投
下
か
ら
80
年
の
節
目
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
被
爆
の
実
相
を

伝
え
る
平
和
展
を
開
催
し
て
は

い
か
が
か
。

平
成
17
年
６
月
に
決
議
さ
れ
た

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
の
も

と
、
こ
れ
ま
で
各
種
啓
発
事
業

や
終
戦
記
念
日
に
あ
わ
せ
た
企

画
展
の
開
催
、
非
核
平
和
レ
ポ

ー
タ
ー
事
業
や
平
和
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
を
展
開
し
て
き
た
。

　
戦
後
80
年
の
節
目
に
当
た
り
、

改
め
て
先
の
大
戦
を
振
り
返
る

と
と
も
に
被
爆
の
実
相
に
触
れ
、

当
時
の
状
況
や
被
爆
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
思
い
を
は
せ
る
機
会
を

創
出
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

Ⅴ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
用
し
た
被

爆
体
験
、
原
爆
写
真
や
絵
画
の

展
示
な
ど
が
候
補
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
戦
没
者
の
鎮
魂
と
恒

久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
、

核
兵
器
の
廃
絶
、
そ
し
て
争
い

の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に

向
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
さ
ら

な
る
歩
み
を
進
め
て
い
く
。

　
こ
の
他
、
日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
に
つ
い
て
、
ま
た
「
気

象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
採

用
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

20
周
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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QA

挽野　利恵
（公明党）

12
月
２
日
か
ら
従
来
の
「
健
康

保
険
証
」
は
新
規
発
行
さ
れ
な

く
な
り
、
そ
の
後
は
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
で
の
保
険
証

利
用
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に

移
行
す
る
が
、
こ
の
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
利
用
に
向
け
て
、
広

報
活
動
を
推
進
し
、
市
民
へ
の

情
報
発
信
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
は
事
務

の
効
率
化
や
利
便
性
向
上
の
観

点
か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

市
で
は
国
民
健
康
保
険
の
保
険

者
と
し
て
利
用
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
取
り
組
み
と
し
て
は
、
利
用

推
奨
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
窓
口

に
設
置
し
、
保
険
証
切
り
替
え

時
に
配
布
す
る
な
ど
、
来
庁
者

へ
の
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
戸
配
布
し
た
国
保

だ
よ
り
に
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
メ
リ
ッ
ト
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

活
用
し
た
登
録
方
法
を
掲
載
し

て
い
る
。

　
今
後
も
、
国
保
連
合
会
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
利
便

性
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
引
き
続

き
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
普
及
と

利
用
促
進
等
に
つ
い
て

QA

佐藤　隆盛
（市民クラブ）

仙
北
地
域
振
興
局
、
湯
沢
河
川

国
道
事
務
所
と
の
会
議
で
の
、

道
路
や
河
川
に
関
し
て
の
国
や

県
へ
の
要
望
件
数
、
見
通
し
等

の
結
果
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

国
の
事
業
で
は
、
雄
物
川
の
治

水
事
業
の
推
進
、
国
道
13
号
大

曲
・
秋
田
間
の
整
備
促
進
の
要

望
に
対
し
、
雄
物
川
の
段
階
的

な
整
備
や
国
道
13
号
の
課
題
解

決
に
向
け
調
査
検
討
を
進
め
る

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
県
の
事
業
で
の
、
河
川
案
件

に
お
い
て
は
環
境
整
備
１
件
、

河
川
改
修
５
件
な
ど
計
７
件
、

道
路
案
件
に
お
い
て
は
県
道
の

拡
幅
改
良
７
件
や
歩
道
の
設
置

２
件
な
ど
計
11
件
を
要
望
。
各

河
川
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は

20
カ
所
の
要
望
に
対
し
土
砂
撤

去
や
伐
木
な
ど
現
在
進
め
て
い

る
３
カ
所
の
継
続
と
新
規
２
カ

所
の
実
施
、
河
川
改
修
に
つ
い

て
は
５
件
中
３
件
を
継
続
対
応

す
る
。

　
道
路
要
望
に
つ
い
て
は
、
道

路
改
良
７
件
中
、
現
在
実
施
中

の
路
線
４
件
を
継
続
実
施
し
、

歩
道
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
地

調
査
を
実
施
し
、
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
再
設
置
を
予
算
要
望
す

る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
他
、
通
学
路
の
合
同
安

全
点
検
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

道
路
・
河
川
に
つ
い
て
の
国
や

県
と
の
事
業
調
整
に
つ
い
て
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QA

佐藤　文子
（日本共産党）

自
衛
官
募
集
の
た
め
の
名
簿

（
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

る
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
お

よ
び
性
別
の
４
情
報
）
の
提
供

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害

に
当
た
り
、
改
め
る
べ
き
で
あ

る
。
現
在
の
提
供
方
法
を
改
め
、

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
に
よ
り

対
応
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

自
衛
官
等
の
募
集
事
務
は
法
定

受
託
事
務
と
し
て
、
都
道
府
県

お
よ
び
市
町
村
が
事
務
処
理
を

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
募

集
事
務
に
関
し
、
住
民
基
本
台

帳
の
一
部
の
写
し
を
国
に
提
出

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
防

衛
省
お
よ
び
総
務
省
の
連
名
に

よ
り
、
現
行
に
お
い
て
も
実
施

可
能
で
あ
り
、
特
段
の
問
題
を

生
ず
る
も
の
で
は
な
い
旨
の
通

知
が
発
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

個
人
情
報
保
護
法
と
の
関
係
で

も
「
法
令
に
基
づ
く
場
合
」
に

該
当
す
る
と
明
示
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で

は
、
防
衛
大
臣
か
ら
の
募
集
対

象
者
情
報
の
提
出
の
求
め
に
対

し
て
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部

の
写
し
を
紙
媒
体
で
提
供
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も

同
様
の
対
応
を
し
て
ま
い
り
た

い
。

　
こ
の
他
、
エ
ア
コ
ン
購
入
助

成
と
設
置
率
調
査
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
「
提
供
」

問
題
に
つ
い
て

QQ A

A

戸嶋貴美子
（だいせんの会）

企
業
側
に
立
っ
た
「
な
ぜ
大
仙

市
に
誘
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
？
」
を
再
度
、
自
己
分

析
・
企
業
分
析
す
べ
き
で
は
な

い
か
。 

企
業
に
寄
り
添
っ
た
誘
致
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
東
京
都
に
あ

る
秋
田
県
企
業
立
地
事
務
所
に

職
員
を
１
名
派
遣
し
、
さ
ら
に

東
京
在
住
の
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
１
名
配
置
し
、
企
業
要
望

や
立
地
意
向
の
情
報
を
い
ち
早

く
収
集
し
分
析
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
は
じ
め

と
す
る
企
業
誘
致
活
動
を
行
い
、

情
報
関
連
産
業
の
立
地
に
対
す

る
支
援
制
度
と
、
小
規
模
な
企

業
に
対
す
る
支
援
制
度
も
創
設

し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
多
数
の
労
働
者

を
確
保
で
き
、
低
賃
金
で
の
雇

用
を
有
利
な
点
と
し
て
企
業
活

動
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
人
口

減
少
に
伴
い
労
働
力
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る
。

　
２
拠
点
生
活
を
含
む
多
様
な

働
き
方
が
で
き
る
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
等
の
誘
致
活
動
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

今
後
、
２
拠
点
生
活
な
ど
も
含

む
多
様
な
働
き
方
が
可
能
と
な

る
よ
う
な
企
業
の
誘
致
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い

大
仙
市
の
企
業
誘
致
の
強
化
に

つ
い
て
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QA

小笠原昌作
（新政会）

こ
こ
数
年
、
ク
マ
の
出
没
が
増

え
捕
獲
を
担
う
負
担
も
増
大
し

て
い
る
。
猟
友
会
の
捕
獲
活
動

に
は
体
力
を
必
要
と
し
大
変
な

苦
労
が
あ
る
が
、
市
民
の
安
全

安
心
を
守
る
「
大
仙
市
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
員
」
の
人
手
不

足
に
対
す
る
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
携
わ
る
「
大

仙
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

員
」
の
人
手
不
足
に
対
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
被
害
防
止
対
策
の
強
化
を
図

り
、「
第
一
種
狩
猟
免
許
」
取

得
に
係
る
支
援
の
拡
充
と
併
せ
、

「
わ
な
猟
免
許
」
の
取
得
に
係

る
支
援
を
新
規
に
創
設
し
、
資

格
取
得
を
後
押
し
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
有
資
格
者
数

の
底
上
げ
を
図
り
、
新
規
隊
員

の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、
わ
な
設
置
後
の
巡
回

に
係
る
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

わ
な
が
作
動
し
た
際
に
通
報
さ

れ
る
「
罠
セ
ン
サ
ー
」
を
導
入

す
る
ほ
か
、
隊
員
の
活
動
時
の

安
全
対
策
と
し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
や
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
を
配

備
し
て
い
る
。

　
今
後
も
隊
員
の
要
望
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
総
合
的
な
対
策
を

着
実
に
進
め
て
い
く
。

ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
へ
の

対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
わ
な

大
仙
市
の
こ
ん
な
取
り
組
み
が
学
ば
れ
て
い
ま
す

№ 月　日 市町村名 人数 視察項目

1 5月13日㈪ 佐賀県鳥栖市 11

2 5月14日㈫ 神奈川県座間市 9

　
全
国
各
地
の
議
員
の
方
々
が
、
大
仙
市
で
取
り
組
む
施
策
に
つ
い
て
視
察
に
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
担
当
職
員
に
よ
る
説
明
や
、
活
発
な
質
疑
と
と
も
に
大
仙
市
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。

　
注
目
さ
れ
て
い
る
大
仙
市
の
視
察
項
目
は

　
　
「
小
中
学
校
に
お
け
る
学
力
向
上
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

　
　
「
健
幸
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

　
　
「
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①小中学校における学力向上の取り組
　みについて
②放課後児童健全育成事業業務委託に
　ついて

大仙教育メソッドについて

3 5月15日㈬ 新潟県南魚沼市 4 大仙市の籾殻ボイラー推進事業について

6 7月25日㈭ 北海道岩見沢市 10 小中学校における学力向上の取り組み

7 7月25日㈭ 島根県益田市 7 健幸まちづくりプロジェクトについて

8 7月30日㈫ 宮城県美里町 8 ①立地適正化計画について
②市街地再開発事業について

9 8月1日㈭ 大阪府守口市 9 健幸まちづくりプロジェクトについて

4 7月1日㈪ 埼玉県狭山市 8 ①大曲花火大会について
②大曲花火における民間の取り組み

5 7月17日㈬ 長野県飯田市 3

①市役所組織改編のねらいと「少子化対
　策の司令塔」としてのこども未来部の
　位置づけ
②子ども子育て支援事業、「０～１歳の
　保育料無償化」と「いっしょにねっと」
　の取り組み

令和６年度上半期 全国からの行政視察受け入れ状況

り
ょ
う
ゆ
う
か
い
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７
月
17
日
、
北
海
道
富
良
野
市
役
所
で
「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
」
を

視
察
。「
庁
内
」
と
「
地
域
」
と
い
う
２
拠
点

か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
ら
れ
て
お
り
、
庁
内

で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
業
務
効
率
化
を
図
る
ほ
か
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
無
線
化

に
よ
り
、
職
員
の
業
務
環
境
の
ス
マ
ー
ト
化
が

図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
で
は
実
証

試
験
で
事
業
効
果
を
測
定
し
つ
つ
、Ａ
Ｉ
オ
ン

デ
マ
ン
ド
交
通
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
導
入
に

結
び
付
け
て
お
り
、
市
民
や
職
員
の
「
ス
ト
レ

ス
軽
減
」
と
い
う
観
点
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
さ
れ
て
い
る
点
が
印
象
的
で
し
た
。

　
７
月
18
日
、
札
幌
市
役
所
の
広
聴
部
門
に
お

け
る
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ

ラ
）
対
策
」
を
視
察
。
令
和
５
年
度
か
ら
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
作
成
・
掲
示
、
通
話
録
音
、

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
よ
り
対
策
に
取
り
組

む
ほ
か
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
対
策
の
周
知
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
結
果
、
カ
ス
ハ
ラ
の
件
数

は
減
っ
て
お
り
、
職
員
か
ら
は
効
果
を
実
感
す

る
声
が
聞
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
（
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長　
佐
藤　
芳
雄　
記
）

総
務
企
画
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

富良野市での視察の様子札幌市での視察の様子

　
７
月
29
日
、
京
都
府
京
都
市
の
「
京
都
御
池

中
学
校
複
合
施
設
整
備
等
事
業
」
を
研
修
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
京
都
市
で
は
、
早
く
か
ら
学
校
統
合
推
進
室

を
設
置
し
、
住
民
に
も
学
校
統
合
に
つ
い
て
認

識
い
た
だ
い
た
上
で
、
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
統

合
要
望
書
を
提
出
し
、
そ
こ
か
ら
行
政
と
一
緒

に
議
論
を
重
ね
、
実
施
方
針
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
京
都
御
池
中
学
校
に
は
、
近
隣
３
小
学
校
の

６
年
生
が
通
い
、
中
学
生
と
一
緒
に
学
校
生
活

を
送
り
、
入
学
前
か
ら
馴
染
む
こ
と
で
中
学
生

ス
タ
ー
ト
時
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

　
複
合
施
設
の
老
人
福
祉
施
設
で
は
高
齢
者
と

触
れ
合
い
、
保
育
所
で
は
９
年
生
の
家
庭
科
授

業
で
あ
る
保
育
実
習
が
行
わ
れ
、
多
く
の
学
び

を
得
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
30
日
は
、
京
都
府
京
田
辺
市
に

て
「
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
」

を
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
産
後
間
も
な
く
、
心
身
の
不
調
に
よ
り
家
事

や
育
児
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
家
庭
を
支
援
す

る
「
産
前
・
産
後
ヘ
ル
パ
ー
事
業
」
に
よ
り
、

慣
れ
な
い
土
地
で
の
育
児
や
、
初
め
て
の
子
育

て
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
効
果
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
（
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長　
山
谷　
喜
元　
記
）

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

京都御池中学校内を視察する様子京田辺市にて「切れ目のない子育て支援」を研修
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７
月
23
日
に
、「
市
立
大
曲
病
院
」
お
よ
び

「
太
田
南
小
学
校
」「
太
田
中
学
校
」
の
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
立
大
曲
病
院
で
は
事
務
長
よ
り
経
営
状
況

を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
前
の
ピ
ー
ク
時

に
比
べ
、
入
院
患
者
や
外
来
者
が
減
っ
て
い
る

傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
医
業
収
益
も
減
っ

て
お
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
も
増
え
て

い
る
現
状
の
こ
と
か
ら
、
財
政
面
の
健
全
性
を

求
め
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
立
大
曲
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
に

従
い
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
専
門
病
院
と
し
て
積
極
的
に

役
割
を
果
た
し
て
い
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
小
中
学
校
の
訪
問
に
お
い
て
は
、
校

長
先
生
か
ら
学
校
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て

聞
き
取
り
し
ま
し
た
。
周
年
行
事
は
、
そ
れ
ぞ

れ
学
校
の
実
行
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
予
算

の
確
保
を
行
な
っ
て
い
る
が
何
か
と
苦
労
が
あ

る
よ
う
で
、
地
域
全
体
で
学
校
を
応
援
す
る
こ

と
が
大
切
と
思
わ
れ
、
地
域
枠
予
算
を
活
用
す

る
な
ど
工
夫
す
べ
き
点
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
（
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長　
山
谷　
喜
元
）

市立大曲病院にて経営状況を伺う太田中学校にて学校運営の課題を伺う

　
７
月
31
日
、
農
林
部
所
管
の
事
業
実
施
地
区

４
ヵ
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
を
活
用
し
ス
マ

ー
ト
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
農
事
組
合

法
人
強
首
フ
ァ
ー
ム
が
管
理
す
る
大
豆
ほ
場
を

視
察
。
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
作
付

面
積
26
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
１
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

で
作
業
が
で
き
、
効
率
化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　
次
に
、
西
仙
北
地
域
の
公
有
林
整
備
事
業
の

作
業
箇
所
を
視
察
。
当
局
よ
り
市
の
発
注
状
況
、

業
者
か
ら
は
作
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
中
仙
地
域
の
草
彅
畜
産
㈱
の
畜
舎
を

視
察
。
草
彅
宏
明
代
表
は
各
種
補
助
事
業
を
活

用
し
、
当
初
19
頭
の
牛
を
１
０
３
頭
ま
で
増
頭

し
た
大
変
意
欲
の
あ
る
若
手
畜
産
農
家
さ
ん
で

し
た
。
現
在
の
畜
産
情
勢
は
大
変
厳
し
く
、
子

牛
の
販
売
価
格
の
低
迷
と
飼
料
等
の
高
騰
が
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
秋
田
県
仙
北
平
野
土
地
改
良
区
が

四
ツ
屋
地
区
の
水
利
施
設
に
設
置
し
て
い
る
Ｌ

Ｐ
Ｗ
Ａ（
低
消
費
電
力
で
広
域
・
長
距
離
通
信

が
可
能
な
無
線
通
信
技
術
）
基
地
局
を
視
察
。

農
業
水
利
施
設
の
監
視
・
制
御
の
ほ
か
、
水
田

の
自
動
給
水
栓
の
制
御
や
河
川
水
位
等
の
監
視

な
ど
、
他
分
野
で
の
利
活
用
を
図
り
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
運
用
を
目
指
し
て
お
り
ま
し
た
。

※

Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
・・・Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
等
を
活
用
し
た
位

置
情
報
を
補
正
す
る
基
地
局

　
（
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長　
挽
野　
利
恵
）

自動操舵システムの説明を受ける草彅畜産㈱にて畜産情勢を伺う

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

そ
う
だ
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審査を視察している様子第１区優等賞を受賞している様子

　
市
民
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て
：
市
民
か
ら

よ
り
多
く
の
声
を
聞
く
た
め
に
、
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
方
式
や
出
張
形
式
な
ど
、
多
様
な
形
で
市

民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
。
地
域
の
問
題
や

課
題
を
よ
り
幅
広
く
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　
議
会
に
お
け
る
政
策
の
立
案
・
提
言
の
仕
組

み
に
つ
い
て
：
市
民
の
声
を
市
政
に
よ
り
反
映

さ
せ
る
た
め
、
政
策
立
案
等
を
協
議
す
る
新
た

な
場
と
し
て
、
全
議
員
で
構
成
す
る
議
会
改
革

推
進
会
議
を
設
置
。
政
策
研
究
や
討
議
を
重
ね
、

令
和
５
年
度
は
１
件
の
条
例
案
提
出
と
市
長
に

対
す
る
３
件
の
政
策
提
言
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　
議
員
間
討
論
に
つ
い
て
：
自
由
闊
達
な
討
論

を
行
う
非
公
式
な
場
を
定
期
的
に
設
定
。
議
員

間
の
意
見
交
換
が
活
発
に
な
り
、
議
案
審
査
や

政
策
検
討
の
能
力
が
向
上
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
効
果
を
高
め

る
た
め
、
研
修
会
を
継
続
的
に
開
催
し
て
い
ま

し
た
。

　
視
察
内
容
を
参
考
に
、
我
々
も
議
会
改
革
を

進
め
る
所
存
で
す
。

　
（
議
会
改
革
推
進
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長　
青
柳　
友
哉
）

議
会
改
革
推
進
会
議
が
湯
沢
市
議
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
進
地
視
察
を
行
い
ま
し
た

湯沢市議会の皆さまより説明を受ける

　
８
月
25
日
に
、
あ
き
た
総
合
家
畜
市
場
（
由

利
本
荘
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
令
和
６

年
度
秋
田
県
和
牛
改
良
共
進
会
」
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
共
進
会
は
、
県
内
和
牛
生
産
者
の
改
良

意
識
向
上
や
調
教
技
術
の
研
さ
ん
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
お
り
、
県
内
か
ら
選
抜
さ
れ
た
黒
毛

和
種
17
頭
が
発
育
や
品
位
な
ど
に
つ
い
て
審
査

を
受
け
ま
し
た
。

　
大
仙
市
か
ら
は
若
手
農
家
を
中
心
に
７
頭
が

出
品
さ
れ
、
県
大
会
と
な
る
こ
の
共
進
会
に
お

い
て
も
上
位
入
賞
す
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
２
頭
を
出
品
し
た
大
曲
農

業
高
等
学
校
畜
産
部
の
生
徒
も
日
頃
の
調
教
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
若
手
農
家
と
と
も
に
３

年
後
に
開
催
さ
れ
る
「
第
13
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
」
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
　
畜
産
情
勢
は
依
然
と
し
て
物
価
高
騰
や
子
牛

価
格
の
下
落
な
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
今
後
も
現
場
の
声
を
聞
き
、
担
い
手

の
育
成
や
安
定
的
な
経
営
維
持
に
向
け
支
援
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
（
大
仙
市
畜
産
振
興
議
員
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　
佐
藤　
育
男
）

大
仙
市
畜
産
振
興
議
員
連
盟
が

　
　
　
　
秋
田
県
和
牛
改
良
共
進
会
を
視
察
し
ま
し
た
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※定例会日程は変更される場合があります。
　変更内容は、議会ホームページでお知らせします。

こちらのＱＲコードからメール
フォーム作成ページに遷移します。

きかせて！あなたのミライ
大仙市の小学生が将来の夢を語るコーナーです。

12月定例会 市議会だよりのご感想などをおよせください
市議会だよりのご感想や大仙市議会に対するご意見、ご要望など
を次の方法により、議会事務局へお寄せください。
①郵　送　・宛先：〒 014-8601　大仙市大曲花園町 1番 1号
　　　　　　　　　　　　　　大仙市議会事務局あて
②ＦＡＸ　・番号：0187-62-8822（議会事務局専用）
③メール　・アドレス：gikai@city.daisen.lg.jp

議会の傍聴について
本会議および委員会は公開さ
れており、傍聴することがで
きます。
傍聴をご希望の方は、議会開
会日に、大仙市役所３階議会
事務局窓口までお越しくださ
い。

請願・陳情について
12月定例会で審査される請
願・陳情は、11月20日（水）
までに提出されたもので、そ
れ以降に提出されたものは、
次の定例会での審査となりま
す。

編
後
集
記

委員

佐藤　文子

だ
い
せ
ん
市
議
会
だ
よ
り

第
7
8
号

■
発
行
／
大
仙
市
議
会

〒
0
1
4
-8
6
0
1
秋
田
県
大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号
TEL 0

1
8
7
-6
3
-1
1
1
1（
代
）

編
集
／
大
仙
市
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　
印
刷
／
株
式
会
社
仙
北
印
刷
所

■学校で好きなことは、友達としゃべる
ことです。じゃんぷ学年のみんなはとて
もおもしろくて、つい笑ってしまいます。
みんな仲が良くいつも優しい仲間です。
一番の思い出は修学旅行です。みんなと
一緒に旅行できたことが、とても心に残
っています。■休みの日、家族と一緒に過
ごしているときは、ゆっくりできて、い
ろんな話をして、楽しい時間を過ごして
います。■好きな教科は社会です。6年生
になって、歴史を学習しとても好きにな
りました。昔の人が、どんなことを考え、
どんなことをしたのか、興味がわいてく
るからです。好きな人物は、源頼朝です。
■将来は、遺跡発掘など歴史に関係する
仕事がしたいと思うようになりました。
これから自分の好きなことを仕事にする
ために、もっと詳しく探してみたいと思
います。佐々木　統真　さん　（清水小学校６年）

さ さ き と う ま

■農地や農作物に甚大な被害をもたらした７月９日、24日の豪雨復旧のさなか、第
３回定例会最終日の９月20日にも大雨が襲いました。例年より早く始まった稲刈作
業は、稲が倒れた田んぼも多く、苦労が多く、合間に降り続く雨でなかなか進みま
せん。収量も例年より少ないという声も。■９月の豪雨は地震からの復興半ばの能登
半島に追い打ちをかけるように甚大な被害を与えました。多数の死亡者や行方不明
者も出て、住宅の倒壊、浸水被害、停電や断水、刈り取り前の田んぼは泥に覆われ
るなど能登の人々は「地震の時よりひどい。」と語っています。■自然のもたらす恵
みよりも自然の猛威に不安を抱きながら暮らす日々が多くなっているように思えま
す。第３回定例会を挟んで起きた今年の災害は忘れられてはならないと感じます。

日 月 火 水 木 金 土
11/24

12/1
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15

25

2

9

16

26

3

10

17

27

4

11

18

28

5

12

19

29

6

13

20

30

7

14

21

本会議
議案等上程

各常任委員会
審査 ～12日

本会議
一般質問等

本会議
委員長報告等

本会議
一般質問

FacebookとInstagramで議会の情報を発信しています

Facebook Instagram 14あなたのギカイ


